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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

放射性セシウム(137Cs)吸収抑制対策でカリ供給効果のある 3 種類の資材について、その効果

の持続性は明らかになっていない。そこで、5 種類の土壌に資材を施用後、水稲のポット栽培試

験をくりかえし 4 作実施し、土壌の交換性カリ含量および玄米への 137Cs 移行係数の推移を調査

した。その結果、金雲母が最もカリ供給効果が高く、続いてバーミキュライト、ゼオライトに

なることを明らかにした。 

                                                                                

（１）  土壌の交換性カリ含量は、2 作目はカリ無施用区を除き概ね 10 ㎎/100ｇ乾土以上で、4

作目は 4 土壌の金雲母区で 10 ㎎/100g 乾土以上となった。交換性カリ含量はほとんどの土

壌で金雲母区が最も多く、続いてバーミキュライト区、ゼオライト区の順番となった(図１)。 

（２）  玄米への 137Cs 移行係数は、2 作目は全ての資材施用区がカリ無施用区に比べ低下した。

4 作目は全てのゼオライト区および一部のバーミキュライト区ではカリ無施用区並となっ

たが、金雲母区では全土壌でカリ無施用区に比較して低下が確認された（図２）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 交換性カリ含量が高まりにくい土壌に対して、カリ供給資材を選定する際の参考になる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 本試験に使用した資材及び参考価格(1t、送料別)は、金雲母(フィンランド産)20 万円、バー

ミキュライト(南アフリカ産)27 万円、ゼオライト(島根県産)販売終了である。また、資材は

産地等によりその効果は変動する。 

（２） 本試験は 1 / 2,000 a ポットを使用し、土壌はグライ黒ボク土、普通低地土、赤黄色土、灰

色低地土および黒ボク土を用い、1 作目作付前に各資材 1t / 10a 相当量を施用した。施肥

量(kg/a)は N：P2O5：K2O=1.0+0.2：1.0：0 である。 
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Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 資材施用後 2 作目および 4 作目における土壌中の交換性カリ含量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 資材施用後 2 作目および 4 作目における玄米への 137Cs 移行係数 

 

Ⅲ その他 

１ 執筆者 

齋藤 正明 

２ 実施期間 

令和元～令和 4 年度 

３ 主な参考文献・資料 

（１） 平成 25 年度放射線関連支援技術情報「バーミキュライト施用による玄米中の放射性セシ

ウム吸収低減効果」 

（２） 平成 29 年度放射線関連支援技術情報「放射性セシウム吸収抑制対策のためのカリ資材と

してバーミキュライト、金雲母を施用することで土壌溶液中のカリウムイオン濃度を高く

維持できる」 

 


